
粗の閉鎖群育種忙よる後代調査  

（Ⅳ） 自■レグd系統（旧名称B系統）把ついて  

名倉清一  斉藤季彦  宮下光男  

1．はじめに  

当場樺鶏は昭和38年まで自レクA、B、U、Dの4系統、ロードK、Pの2系統、構斑ロ   

ック、ニューハノブシヤー、ホワイトロック種各1系統をもち、白レタは相反反語択抜育種陀  

もとづいて改良育種な進めその他の晶塵は系統繁殖により改良を進めてきたか、外国鶏の進出  

に対処するため、伯利38年囲にぉいて全匡抵β道府県養鶏関係施設の碓鵡（白レク）から優良  

家系を抽出し、国および地方な通じての国円鴇の綜合否衝＝面がたてられた。   

当場白レタ正系概33T－7家系も卵数系の犀良家系として選定されたので昭和39年匿よ  

り踵籍の品種および系統の僅理を行ないむ系覇（33T－7家系）の槽飼を計るとともに、昭  

和40年既米国B8r8nd9r飽場より白レタの卵葦系統な輸入しBr系統として育種を始  

めた。兼用穂はロードニ P系統のみとし硝利38年既より閉鎖詳として増飼を図り改良を進め  

ている。  

当損耗磯系統は上記3系統把整理して、それぞれの系統の特徴を明確にし、その性能の向上  

な図りつゝ、実用偽造成のための組合せ検定把供用している。   

この3鼎統グ1子ゴ種成嶽把ついては、媚升n41年反日レクd系統、昭和42年腹ロードア系統、  

昭和43年度白レクB r系統についてそれぞれ澗儒したので、太年度は正系統わその後のニー‘㌘相  

成兢把ついて報告する。  

2，d系統の育種経過   

昭和24年度劫下北多摩郡の碓覿検査の折、この地区で比劇的良い成績をあげている系統は  

中央家渾研究所の廃止前毛細所より亘重り受けたものか多いよう把見受けられ、同所の系統忙つい  

て北多鹿部の主な榎鶏場の系統調査によって、200－1家系か特托優れていることかわかつ   

たので、その後代であるT763鶏（雄）を譲り受け（坂水種鞠場）昭和26年より同系の検  

定出品鵜を利用して後代を採取して系統として造成した。   

瑠珊32年から場の改良子字種計画が相反反覆撰技法に準じた方法で進められることになり、  

相性調査の紙某d系はA系と相対了る系統として選定されたので昭和37年まで相反反覆決抜  
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法により改良育種ホ進められた。   

昭和38年d系の33’r－7家系が凹忙おいて優良家系、卵教案として抽出されたので同年   

よっ33T－7家系を虚心に閉鎖群とLて改良哲超することとなった。 昭和38年粗から昭和  

40年鶏までの成績概額は第1蓑のとおりである。  

妻帯 1表 伯和：18年鞠から昭利40年謁の保倉成緻  

年  10ケ風合  周年成藩  
開始  

鹿   
38  2  11  45  44  97．8  74．4  173．3  1945  55．1  44  39  88．6  263   

39    48  380  375  98．7  77．6  197．7  1768  53．7  163  160  98．2  288   

40  

3．戚滴概数  

（1）臓禾U41年鞠忙ついて  

娼租41年鶏の短期成頼は前回（昭利‖1年綻試叔研究報倭）報告したのでその後の桝   

把ついて述べる。弟2寮陀示すとおり、父薙10一月、母御92羽から子雌351羽を採取し   

た。その父稲は昭和40年産生産したもので弟1』忙示すとおり、38T－140の子撞1  

羽、38√r－1′13J、子ノ癒4j月、39T－42の宇土鼓4胡、39′r－77グ1手練1羽である。  

ノ鮮検定は短期裸足終了憩347羽の約3分の1の108羽化ついて巽施した。その成績   

は帯2祭に示すとこおりで実施羽奴の関係もあるか4011－5の子雌の終了率が若干劣る成融   

を示L7こ。その他クー芳柑に父矧凱ヨ、大差はみられなかった。  

鮮度硬用の雄鵡の採取は折線堆の短期成済から40■r－31、40T－6、40T－  

28の子建とした。   
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（2）娼欄42年鯛妃ついて  

唱和42年鶏採取の父淘ほ凍1囲および爺3表托示すとおウ40T－31中予雄、9羽、   

40■r－6J）子碓3羽の計12羽な供用し、母静主41年鴻ゐ短朗倹宅柊了鶏よこり74羽  

を供用し出来るだけ慮壁の近交をさけるよう托留意Lてち硝己したので1旭蓮サゐjう増己雌は   

3一羽から11羽となり子鹿渓l孜虜教も1雄当り殿も少なかったのは4羽となり父鶏別能力   

比軟調鹿K支峰を生じたか、その成績を添削ま覿3牽の七おりであるd  

42年潟の短期成組ま41年均と上t赦して、産卵率10．4¢短期検定終了泰7．5年劣り、   

卵丑は0．9グ向上Lた。鷹卵峯、終了率の低下については、餌付時期が他の系統、試験鶏   

と菱なり中、大観時期に多少無理した閑傭と、採軍用雄の選定か特定の2羽からの子既に   

限定したため近交をさけるように留瀞享Lたか、41年鴻より近交象が上昇した関係と思  

われるム  

兄弟雄の短棚成績から41T－301、41γ－332、41′r－3．38、の子雄な沼  

牛肢繁殖用柱とLて採叔Lた。  

周年健在終了鶏の月令別痩卵家について41年霧と比較した結束有慮蓋は認められなか  

つ釆二8   



轟  ●●                             －           ■▲     ，    ●●           －    ∽  の  寸  サ ト Ir〉  サ  マ  M  的・■¢  り  の  
裔  OI  N   01  N   ⊂一   別   N   N   N   N   N   亡ミ   N  

［Ⅲ  

I、   ⊂〉   く〉   の   く⊃   ⊂〉   M   亡〉   一   ⊂，  ⊂〉   ⊂〉   ト   

瀾■                                        く（〉   l     ■     ●     ■◆     一     －             －  －     ●     －     ・   

卜  
⊂ヽ  ．淀   一  
■  －  －   －l  ■一  

咄  
吉  

卜  ▲－  
■           ■■     一     ●                ●                I    －   

領  

肇  

薯  峯   

∃璽   

車・・冊   ▼－   1オー  ・く・  m   ト   Cむ  †   く♪   一の  く＞   M   N   ト・   

t、   fり    ■ナ    勺一    サ   1点   く♪   （わ   く♪   門   の   ⊂＞   l力  

雫 n く⊃ 句、                                              の  ∽   の   t♪   L⊃  ln   の  In   の  ln   の  Ie   の   

寸   ■■   －■   ¢   fq   ⊂〉   の   ｛   すl  ⊂，  ⊂〉   ⊂〉  l∫｝  

卦瑚                                        ．の  ・■ ：つ  の  －l－  【l  Ln ○∋   く）  の   Ln   ⊂〉   め  
も  ト   の   ト   め   く丈〉   ○⊃   ト   ¢   ト   ト   ロI   N   ト   
ヨ せ   －   ，→   ▼→ － ■l  ▼－   ■l  一   一■． ・｛  ，→   M■   N  ．・疇   

車  ¢   Uつ   の   【り   ⊂〉   の   ト   の   ぐ勺   ∽   N   N   しβ  
m  ト   の   く£   t♪   の   ト  l♪   ト   ∝：  ト   ト   くれ   ト  
哩   ー■   ▼「   －■   †・■    【1   rl   －1   ▼・」   －｛   ▼■   ■■   －■   ・」  

歪  

匡                                                                                                                             鮮  ト・－11わ の ∝】可 一■1乃（⊃ M ⊂）⊂）ト 一 心   亡O   d d   二  
哩  

く＞  

⊂ヽ   

●     ■■      ●     ●      ■      －     ・■     －     ●             ■●     ●     一  田  卜  こ0  の  【J  N  rつ  C，  の  くっ  くp  く⊃  ∽  く⊃  －  団  覚                                                                           笥  
賢  の   く巾   マ   M   †   ▼｛   N   亡C   卜   「←   tD   ∽  I疇   

革  

増  
等  t♪   ト・  ¢  1n   の   ▼｛   寸   ∽  （0  ‘寸   ト   u   ト  

蟄  の   

理   
の   ⊂〉   ト   ト   の   rr   しp   の   ▼■   の   巾   の  ・マ・  

単  

－  1月   く芳   ⊂⊃   の   N  【n   小】  ∝〉   t♪   N   N  

軒                                     く＞ ‘⊂〉   ⊂）  一   一   N   ぐq  【つ   M   の  1寸   Ln    M   M   の   の   の   M   の   の   M   ぐq   M   の   

11 1 t I l 1 1 1 11 七  竿  
纏                  ト ト■  レ  ー  ト  ト  ト  ト  ト  ト  ト  ト  N   

■・■    －」   ＿1   ▼‘■    ■■   I■■    －■    一    ▼■イ    ▼■■    ▼叫    【    ■■  

田                                                    1■   寸  ・q一   寸   寸   寸  ・寸  ・■l  ・寸  ・マ・  「一   寸   

。
艮
」
貰
趣
意
符
∈
t
∈
虫
N
童
心
′
屯
ら
ゼ
吏
」
卜
晃
舟
牢
軍
買
畳
（
も
臣
巴
0
ロ
ー
D
叫
倒
幕
ポ
］
璧
彗
墓
 
 
憎
 
 

転
写
二
慧
取
崩
肇
せ
N
廿
岸
望
 
 

胱
㈹
 
c
 
露
 
 
 



（3）減員汀43毎鞠把ついて  

掛u43年鶏の採叔ほ42年鶏付近親贋の上昇による影響が出たよう忙推察され長ので採   

牧用矧ユ42年忙傑間した12羽のうちから2剰吏用し、41年潟で42年使用しなかった   

もの4羽の計6羽の41年鞠を用い、42年生産したもの4朋の計10羽の雄を供用し、母   

親は41年淵で牌検定な終7した101羽中より約2分の1の55羽を盛放し、近交をさ  

けた交配な行ない子雌を採取した。その父格別成碗は努4乗に示すとおりである。初産日令   

は若干延びたが、竃期検定終了率、援卵率は向上しその他体重、卵重も41年覿と同程度の   

成讃を元した。  

周年検定実施鵜の月令月雌卵率把ついて41年、42年、43年潟の3ケ年触てつ＼く此腰   

した浩黒有意鼻ま認められ釆溝卵タイ7■も殆んど同じようで性能に大きな変化はないもの   

と推察された口  

車ヰ年生供用建の採叡は策1盟にホすように41′r－308、41■r－3 38、41■r－   

344ヾ41T－379、・12T－1d、42－r－20、42’l、一25、の子雄を採喫し将   

来の近親の上昇な出来るだけ少なくなるように配慮した。   
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い）隠州′－・1年規について  

昭和44年鞄注視在実施拍であるが、採収にあたってほ43年翻の項で述べたように近親   

の上界七出来るたけさけるように㌻妃潤して探脱し7こ應を供用し、雌は42年渇か周年検冠終   

了鵜89羽より42：羽な蓮披し、41年鞠11羽♂緩十53崩な変ぎ妃し、二和睦を二採取した。   

その福親戌磯は霧5衷把承1－とおりで攫卵泰は′11年噛と同境域まで向上し、■体重．卵茎も  

」11生割と向楓曳二であるか嬉子明棟蔓終了率沌42埠硝と同棲倣い91－5客であり系統成立後   

20世代近く蔭通L、33T－7家系として閉儲詳腎蔑な開始してから6世代をむかえてお  

り異在の飼重視喫で生存賽（庵腱咤）の同上を計ることは将来鰯知がともなうのでlゝないか  

と堰欒される。   
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4．且系を供用して実用希造成のための細合せ不食道の成績   

過度の実開塾を遺戒するために優良家系の錮合せ漁崖を昭耳・ロ40年度より実施しているがそ   

の封よりd系を供用しに組合セを抽出すれlゝ窮6菜のとおりである。   

この抱合せ致は場内試検ポよび民間重爆場への委託試嬢を含めたもので、昭和4∩年麦3超   

合ゼ、称沌41年堤6握合せ、沼ン和4 2年度12盟合せ、昭和43年度ユ4組合せ、唱和44   

年厳8ぬ☆せの計43組合せで、白レグと：n2元19抱合せロードとの2元鶴組合せ白レタの  

3元9組合せ、ロードとの3元5絹合せ、自レクの4元3蔽合せ、ロードとの4元3組合せで   

ある。  

衆6蓑備考欄の◎印は優良組合せ、（■）印は準優良組合せとして国で抽出したものである。   

偵し民間贅託の組合せおよび∠i4年度鶏については43年炭までの国の嫡出基準に準じて行な  

つナこ8  

白レク2元でほ卵重系の福i明N、東京Bと、卵政系では福間i、山形aとの個性がよいよう  

でヱコる。2元の相生のよいものを利用Lてグ－3元、4元で1由よい組合せも出ているか、なお   

検討する必凌がぁると思われる。  

ローードとの2元は正交配かよく．ロードを利用しての3元、＝4元iこ8組合せありそのう、ら7  

組合ゼが俊良姻合せ又は盤硬良組合せ陀訝当しており、丘系とロードP薫の組合せ把相性の合   

う卵寵系を用いての3元、．又は4元は魂時点そは麗下採卵雅称霧に配付する候補組合せとたり  

縛るものと思わ九る。   



茶 6 買  d系を供用して実刑潟造成のための組合せ検定の成貞義  

更   紀   様   式   育成   50肇帯卵  澄卵寒  1羽1日  1Dケ月令  10ケ月令   残 存  脚 料   備   考  
年贋  

雄  雌   葦   日 合  一＼ソティ  姥卵僚   卵蛮   体糞   蜜   糞求峯   
曹 森 a  x  取 京 d   9 7   ユ 6】   6 3   3 4．6   B 4   2．6 5   

4 0  律 為 K   x   東 京 d   9 7   17 4   6 6   3 8．7   5 5  16 90  8 d   2．6 3  。 

災 京 d  x  東京pロード   9 6   】6 ＄   7 日  5 7   2 2 01   81   Z．8 3   （つ   

長 崎 8  X  東 京 d   8 5   16 ヰ   5 8   31．3   5 7   17 6 2   6 イ   3．19   

岡 崎 8  ×  二某 京 d   9 0   16 6   6 3   3 3．6   5 丁   19 81   7 2   3．2 0  

dl  栃．木 A   x   東 京 d   り 0   15 S   6 3   3 ′t．2   5 9   】g O6   8 8   ヱ．9 2  

東 京 d  x  東京pロ‾ド   8 7   15 9   7 3   4l．躊   5 9   198 8   8 n   乙6 9  ◎  
東 京 止  ×  東 京 8   9 7   15 8   6 3   3 4．d   5 渉   2 0 5 7   86   3′2 7   l  

東 京 8  x  東 京 d   9 7   15 g   7 3   dl．6   6 0   17 9 0   8 0   2．5 g   ◎   
福 間 N  ）く  東 栗 丘   9 4   16！〉   7 0   4 07   5 9   1918   85   2．6 3   ◎  
徳 島 加工  ×  東 京 d   9 2   18 6   6 0   3 2．7   5 6   2 012   6 8   3．13  

】  
山 梨 も  ×  東 京 d   9 8   t 十 ↑   6 5   3 6．了   5 8   18 2 6   9 2   2．21   

埼 玉 Ⅹ  x  東 京 d   10（）   17 0   6．l   3 6．5   5 β   2 0（〉 6   8 6   2．9 4  

4 2  埼 玉 Q   x   東 京 d   1（〉 0   17 3   5！l   3 3．8   5 9   18 8 5   ト 十   3．け 7  

東 京 β  ×  東 京 d   9 日   ユ 丁 7   6 2   3 0．n   6 0   18 5 8   8 8   2．9 2  「  
I  

東京アロード X  東 京 d   9 5   16 3   6 5   3 5．0   5 5   2 2 8 6   8 6   3．3 3   

東京B〉く C東京且X東京Pローり   9 2   1f）6   6 り   3 g．8   5 9   2108   91   2．6 8  ⑬  i   

埼玉Kx（東京dx東京Pロード）   1【〉 0   16 7   71〉   イ】．0   5 9   2 2∵7 3   9 0   2．6 7  ◎ 
l  L  

東京丘×（東京B〉く東京Pロード）   15 6   6 6   3 8ユ  6 0   2 2‘19   g 6   2．8 4   ○  
東京8×（徳島Kx東京d）   

10（）                            9 2  17 7   

51   2 S－9   5！）   19 9 5   7 8   3，6 3  

東京Bx（栃木AX東京d）   1U O   15 9   6 2   3 4．‘1   5 8   17 6 3   8 2   3．0 ノ1   】   
千 葉 t ）（ 東 京 d   1り 0   171   5 6   32．0   5 ⊆〉   19 0 5   9 2   3．0 3   

福 岡 1  〉（ 東 京 邑   9 6   15 8   7 2   3 8．9   5 自   2 0 3 5   

【  
9 4   2．8 0   ◎  

東 京 d  X  東 京 B   9 6   16 3   6 9   3 鼠7   S 7   19 6（I   81   2．7 7   0  

東京アロード ×  東 京 d   9注   161   6 7   3 6．4   5 9   2 5 4 6   9 8   3．0 0  

東京8×（埼玉Xx東京d）   10 8   】6 白   6 7   3 且．8   5 9   2131   

東京月×（福岡N〉く東京d）   10 0   17 2   6 B   3 9．4   β 8   2．7 9   0   

9 6   2．7（l   0  

Ⅰ  

4 3  山形ax（東京8：く東京丘）   汚 9   ユ〔）l   6 8   3 6．9   6 0  2 0 ホ4  9 5   3．0 8   

l  

山形ax（埼玉Qx東京d）   9 2   17 3   6 5   3 －7．5   5 9   2 0【12   7 6   Z．8 2  

福島］×（東京8×東京d）   9 4   17 5   6 4   a 7．0   6 0   216 3   7 0   Z．β 5  

東京Bx（茶席P－フードX東京d）   10（   174   7 2   4 0．0   5 7   2 2 2 2   g4   2．71  ◎  
東京dX（東京Pロード×東京B）   10 0   ユ 7 5   6 5   3 7．3   5 9   2 29 と   9 0   2．8 5  

（福岡Nx東京8）×（栃木Ax東京d）   9 8   16 9   5 ′l   3 0．R   5 9   Z19 2   9 0   3－3 7  

（埼玉Ⅹ×東京8）×（東京dX東京アローり   9 7   16 4   7 0   4 0．6   6 0  7 8   2．6 S  ◎  

東京8×（東京dX（東京Bx東京Pロード〉   ホ 5   16 5   6 7   3 9．0   6 4  6l   2．8 5   ○   
山 形 ＆ × 東 京 d   9 6   16 9   7 3   41）．7   5 8   213（   9 8   2．61   ◎  
福 島 J x 東 京 d   9 口   15 9   6l   8 2．0   5 5   216 5   7」l   3．5 3  

東 京 8 × 東 京 丘   g 5   156   7 4   10り   5T   19 6 0   9 5   2，7 8  ◎  
4」  福岡Nx（東京且×東京8）   9 6   】6．1   6 4   3 6．9   6 0   212 5   p 4   2．9 6  

東京8×（福岡1×東京d）   9 6   16 8   5 8   3 3．1   5 9   2 C9〔   9 0   3．2 3  

（栃木Mx栃木A）×（神瀾＝×東京d）   9 7   15‘l   7 3   3 8．1   5 5   19 6 0   8 7   2，8 6  ○  
（栃木A〉（東京8）×（繍呵1×東京d）   9 5   16Jl   6 3   3 3．7   5 5   19 7 5   7 8   3．19  

（東京Pロード×東京d）×（蛎木AX東京月）   9 q   15 7   6 8   3 8．4   5 g   2】50   100l  乙8 ⊆l   ○  

証  40年度から43年度までは500百合までの成婚 44年脚ま4SO日今までの成約であろ。   



5．賽  約   

当墳丘系は都下北多摩郡に所在した元、中央家■ミ増税所か廃止前後托北多摩郡の種鶏家か譲   

り受けたものを当場が昭知26年表り受け、昭和32年まで系統としての造成につとめ、昭和  

33年から8呂和37年まで相反反覆旗技法に嘩じて改良を進め、昭和3留年から33T－7家  

系を叫山上して閉鎖群として改良を進めて来たもので、，酵卸40年までの繕j凰成績把ついて  

はさきに報告（絹対日l年度試挨研究報告P75）したとおりであるp 今蝕まそれ以後の成績  

についで述べたかその成績を質的すれは覿丁表のとおりでぁる。  

茶 7 案  乙わ∃祁4ユ年額から机］刺44年鴻までの綜合成穏  

年  父  母  

初産  体竃  卵箋  開始 羽数  終了 羽扱  繹ア整   
僅卵  腋   耳轍   羽数  個数   

41  10  や2  351  347  98．9  7T．1  172  1．884  54．8  108  1（）1  93．5  259   

42  12  74  187  171  9】，4  6G．7  176  1．755  55．7   94   89  94．7  253   

′13  10  55  22月  220  98．2  73－2  182  1．R83  54．1  44  

十1   M   車 嫡  亡b  

、 【  

粥7表の短期成漑に示すとおり昭和ノ12年鶉は、産卵薮、終了薮、体亀が低下した。このこ  

とは近親髪の」二昇による影響と推察されたので、この点特に配慮した繁殖を行なうこと托より  

産卵塞、体豆は攻賛された。しかし′11年、42年、4 3年の周年検定実施鶏についての統計  

処理の結果は有意差は認められす、産卵タイブも殆んど変りなく、系統として成立してからの   

世代からみても乗型能力はプラトー托達しているのではないかと推察される。  

なおd系を供用しての実用鶏造成のための組合せ検定の成撒は、卵盛系との組合せは福間N   

東京8、卵数系は福間1、山形a、と相性かよく当堀口ードP系とも正交配は良い結果を得て   

おり、これらの相性のよい系統との組合せによる3元、4元にも1部よい結果を得ており、特  

にコート■な利用した組合せほすぐれた結果を示し、実用殉造成のための基礎系統として充分利   



用出束る系統と思われる。  

当且系統ほ、卵赦系統として悩後世明らか托するよぅ字書種を進めてきに。   

Lかし上述伊）よう軋系統成立後20也代近く、費型能力もプラトーに達したのではないかと  

推察されるので今後なおこの特徴の向上な計ることは顛群わ大きぎなどから団粒注が懸念され  

るので等饉を失なわないよラ欠点を除々忙改薯しながら維持し1、実用鶏造成の凛廷系統として  

供用していく方針である。  

大方折づ御批判と御指導なおi真如、する択窮である。   


